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様式第２号（第５条関係） 

三沢市議会基本条例検証結果表 

三沢市議会議長 宛                   （チェック対象期間）平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

（作成年月日）          令和元年１２月６日 

議会改革特別委員会 委員長  西 村 盛 男 

三沢市議会基本条例 
段階最終評価※１ 

（１～５までの５段階） 

文章最終評価 

（実施状況、課題等を記載） 

第１条 目的   

第２条 最高規範性   

第３条 議会の活動原則 

 ⑴ 
公正性・透明性の確保及び開

かれた議会運営 
１・２・３・４・５ 

実績 

・議会広報誌の発刊 

・本会議、委員会開催情報のホームページ公開 

・会議の原則公開 

・議案等の議員別賛否の公表（議会広報誌、ホームページ） 

課題 

・インターネットでの本会議の配信やＣＡＴⅤでの委員会放送

の実施に向けた検討 
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・議会広報誌のより一層の内容充実 

⑵ 
市政運営の監視・評価及び政

策立案・提言の強化 
１・２・３・４・５ 

実績 

・定例会、委員会による審議を通じ、必要に応じた監視・評価

を実施 

課題 

・委員会終了後の議員間討議の実施や必要に応じ市当局に対す

る提言等の実施等による委員会の在り方の検討 

⑶ 
市民意見の的確な把握及びわ

かりやすい議会運営 
１・２・３・４・５ 

実績 

・意見交換会の実施 

・町内会等の要望等により市民意見の把握に努めた 

・ホームページ、議会広報誌における情報発信 

課題 

・「市民の意見を十分に把握できていない」、「『議会では何

をやっているのか分からない』との市民の声が多数ある」等の

議員からの評価を踏まえた検討の実施 

⑷ 
議決責任に対する認識及び市

民への説明責任 
１・２・３・４・５ 

実績 

・議決結果の公表（議会広報誌、ホームページ） 

課題 
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・議会報告会の実施 

第４条 議員の活動原則 

 

⑴ 
議員相互間の自由な討議の実

施及び推進 
１・２・３・４・５ 

実績 

・なし 

課題 

・議員間討議の場を今後増やしていくべき 

⑵ 
市民全体の福祉向上のための

活動 
１・２・３・４・５ 

実績 

・定例会、委員会による審議 

・個別に議員での活動の実施 

課題 

・議員全体、委員会全体での提言等ができていない 

⑶ 
市民意見の的確な把握及び市

民の代表者としての活動 
１・２・３・４・５ 

実績 

・意見交換会の実施 

・一般質問の実施 

課題 

・意見交換会での声を更に反映させるよう活動すべき 

第５条 会派   

第６条 議員連盟   
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第７条 議長及び副議長 

 

１ 
議長は、議会の代表として公

平・中立な立場で活動 
１・２・３・４・５ 

実績 

・各委員会に属さない 

・市内外の公務出席 

課題 

・特になし 

２ 
副議長は、議長と同じ立場で

議長を補佐し活動 
１・２・３・４・５ 

実績 

・議長代理での公務出席 

課題 

・公務欠席が多く見受けられた 

３ 
議長及び副議長選出の際の所

信表明機会の確保 
１・２・３・４・５ 

実績 

・所信表明の申出なし（平成31年1月31日議長選） 

課題 

・「開かれた議会」を目指すため、策定した要綱を基に今後で

きるだけ所信表明を実施するべき 

第８条 市民参加の促進 

 １ 
公聴会及び参考人制度の積極

的な活用 
１・２・３・４・５ 

実績 

・公聴会、参考人を活用する事案自体なかった 
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課題 

・市民に対してＰＲするべき 

２ 
請願・陳情者の意見表明機会

の確保 
１・２・３・４・５ 

実績 

・公聴会、参考人を活用する事案自体なかった 

課題 

・市民に対してＰＲするべき 

第９条 情報公開と広報広聴活動の充実 

 

１ 
議会で開かれる会議等の市民

への公開 
１・２・３・４・５ 

実績 

・会議等の原則公開 

・議会広報誌の発行 

課題 

・ＣＡＴⅤでの委員会放送の実施に向けた検討 

２ 
多様な手段を活用した広報広

聴活動の実施 
１・２・３・４・５ 

実績 

・ＣＡＴⅤ、広報誌、ホームページの活用 

・本会議、委員会開催情報のホームページ公開 

・市内団体へ毎定例会ごとに日程案内文を送付 

課題 

・広報委員会を広報広聴委員会とし、市民の声を更に聞くべき 



- 6 - 
 

・ホームページにおける各委員会情報の積極的な提供 

第１０条 市民との連携 

 １ 
議会報告会又は意見交換会の

年１回以上の開催 
１・２・３・４・５ 

実績 

・高校生との意見交換会を実施 

課題 

・市民からの声を政策提言までしていくべき 

第１１条 政策討論会 

 １ 
重要な政策等に対する政策討

論会の実施 
１・２・３・４・５ 

実績 

・重要政策となる案件がなかった 

課題 

・今後要綱を策定する必要あり 

第１２条 市長等との関係の基本原則 

 
１ 

二元代表制の実現に向けた市

長等との関係の構築 
１・２・３・４・５ 

実績 

・定例会、委員会による審議 

課題 

・「活発な議論になっていない」、「政策立案・提言の実現に

至っていない」等の議員からの評価を踏まえた検討の実施 

２ 市政に関する積極的な情報提 １・２・３・４・５ 実績 
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供の要求 ・定例会提出議案に関する事前説明（市民クラブ、拓心会） 

課題 

・「十分な情報提供には至っていない」等の議員からの評価を

踏まえた検討の実施 

第１３条 重要政策等の説明 

 

１ 
重要政策等に対する説明及び

資料の要求 
１・２・３・４・５ 

実績 

・第3次三沢市国土利用計画（素案）に関する説明（平成30年12

月13日） 

・平成31年度三沢市重点要望に関する説明会（平成30年6月14日） 

課題 

・事前配付資料による協議の際に更に必要な資料の提供につい

ても要求していくべき 

２ 
重要政策等に対し政策評価の

視点を踏まえた審議 
１・２・３・４・５ 

実績 

・第3次三沢市国土利用計画（素案）に関する説明（平成30年12

月13日） 

・平成31年度三沢市重点要望に関する説明会（平成30年6月14日） 

課題 

・政策を評価する審議について、議員間において今後実施して
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いくべき 

第１４条 議決事件の追加 

 １ 
議決事件についての積極的な

検討 
１・２・３・４・５ 

実績 

・追加すべき案件がなかったため未実施 

課題 

・特になし 

第１５条 一問一答による質疑応答 

 １ 
一般質問、委員会等での一問

一答による質疑応答 
１・２・３・４・５ 

実績 

・H30年度一般質問者数２０名 

上記のうち一問一答方式１９名 

・委員会においても実施 

課題 

・特になし 

第１６条 反問権 

 １ 
論点等を明確にするための反

問権の行使（市長等） 
１・２・３・４・５ 

実績 

・反問権については認めている 

課題 

・反問権の行使は市長等にあり、議会で評価すべき項目ではな
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いと考えられるため、評価項目としての必要性について検討す

べき 

第１７条 自由論議による合意形成 

 １ 
議員相互の自由論議により合

意形成に努める 
１・２・３・４・５ 

実績 

・特になし 

課題 

・議員間の自由論議について、今後増やしていくべき 

第１８条 委員会の活動 

 

１ 
委員会での積極的調査、政策

立案・提言の実施 
１・２・３・４・５ 

実績 

・委員会での積極的調査は実施されている 

・H30年度各委員会開催数 

常任委員会）総務文教３回 産業建設３回 民生３回 

特別委員会）基地対策２回 移住・定住３回 議会改革８回 

課題 

・委員会での政策立案、政策提言をしていくべき 

２ 
議会広報誌等による委員会活

動の周知 
１・２・３・４・５ 

実績 

・議会広報誌において毎号委員会活動の周知を行っている 

課題 



- 10 - 
 

・「広報誌、ＨＰ等にて周知を図っているが内容は不十分」、

「ＳＮＳ等は未活用」等の議員からの評価を踏まえた検討の実

施 

第１９条 政策検討会 

 １ 
政策立案・提言推進のための

政策検討会の実施 
１・２・３・４・５ 

実績 

・特になし 

課題 

・今後要綱を策定する必要あり 

第２０条 全員協議会 

 １ 
市政における課題等の協議の

ため全員協議会の設置 
１・２・３・４・５ 

実績 

・議会防災訓練の実施に関する協議（平成30年9月13日） 

課題 

・特になし 

第２１条 政務活動費   

第２２条 ＩＣＴの活用 

 １ 
議会におけるＩＣＴの積極的

な活用 
１・２・３・４・５ 

実績 

・先進地視察による調査 

（議会運営委員会：福岡県嘉麻市・久留米市） 
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（議会改革特別委員会：神奈川県寒川町） 

課題 

・iPad等の導入を検討すべき 

第２３条 調査機関の設置 

 １ 
議案の審査等に関し学識経験

者等による調査機関の設置 
１・２・３・４・５ 

実績 

・該当する事案がなかった 

課題 

・特になし 

第２４条 議会アドバイザーの設置 

 

１ 

～ 

３ 

議会改革等の推進を目的とし

た議会アドバイザーの設置及

び助言、提言等の情報交換 

１・２・３・４・５ 

実績 

・佐藤 淳 氏（青森中央学院大学准教授）へ委嘱し、必要な

助言を受けている 

課題 

・特になし 

第２５条 議員研修の充実強化 

 １ 
政策立案・提言に係る能力向

上のための議員研修の充実 
１・２・３・４・５ 

実績 

・三沢市議会議員研修会（平成30年9月18日） 

・青森県市議会議長会議員研修（平成30年10月3日） 
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・認知症サポーター養成講座（平成30年12月10日） 

課題 

・特になし 

２ 
初当選議員に対する、基本条

例等に関する研修会の開催 
１・２・３・４・５ 

実績 

・該当者がいないため未実施 

課題 

・特になし 

第２６条 議会図書室の充実及び適正な管理運営 

 １ 
調査等が行えるよう議会図書

室の充実及び適正な管理 
１・２・３・４・５ 

実績 

・月刊誌２部（月刊ガバナンス、月刊広報） 

・図書２冊（全訂図説法制執務入門、自治六法平成３１年度版） 

課題 

・議会図書室の書物に関する議員への情報提供 

第２７条 議会事務局の体制整備 

 １ 
議会事務局の調査・法務機能

の強化及び組織体制の整備 
１・２・３・４・５ 

実績 

・（H29）議会事務局職員 ５名 

（H30）議会事務局職員 ６名 

課題 
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・特になし 

第２８条 議会費の確保 

 １ 
必要な議会費の予算措置に係

る市長への要請 
１・２・３・４・５ 

実績 

・予算審査特別委員会による審議 

課題 

・特になし 

第２９条 議員の政治倫理 

 １ 
市民の代表者であり高い倫理

観・品位の保持に努める 
１・２・３・４・５ 

実績 

・平成30年4月1日制定 

（三沢市議会政治倫理規程） 

課題 

・議員個人に関する項目でもあるため、段階評価の基準につい

て検討すべき 

第３０条 議員定数 

 ２ 
社会情勢等を考慮した議員定

数の検討・改定 
１・２・３・４・５ 

実績 

・特になし 

課題 

・特になし 
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第３１条 議員報酬 

 ２ 
社会情勢等を考慮した議員報

酬の検討・改定 
１・２・３・４・５ 

実績 

・特になし 

課題 

・議論する余地があると考える 

第３２条 危機管理 

 １ 
市長等と協力した危機管理体

制の構築 
１・２・３・４・５ 

実績 

・平成30年4月1日制定 

（三沢市議会災害対策本部設置要綱、三沢市議会危機管理マニ

ュアル） 

・平成30年9月30日実施予定だったが、台風接近により中止 

課題 

・今後定期的な訓練が必要だと考える 

第３３条 検証及び見直し 

 １ 
条例の目的が達成度合に関す

る毎年の検証等の実施 
１・２・３・４・５ 

実績 

・平成31年及び令和元年度より実施（平成30年度分） 

課題 

・特になし 
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２ 
制度等の改善が必要と判断さ

れた場合の適切な措置 
１・２・３・４・５ 

実績 

・平成31年及び令和元年度より実施（平成30年度分） 

課題 

・特になし 

第３４条 三沢市議会改革推進会議の設置 

 １ 
議会改革の継続的な推進のた

めの議会改革推進会議の設置 
１・２・３・４・５ 

実績 

・平成31年3月21日設置 

（令和2年3月末までは議会改革特別委員会にて事務を行う） 

課題 

・特になし 

第３５条 第三者評価 

 １ 
議員定数・報酬等議会の活動

に関しての第三者評価の実施 
１・２・３・４・５ 

実績 

・特になし 

課題 

・今後要綱を策定する必要あり 

三沢市議会基本条例の見直しについて  ①条項号 ②条文案 

①条項号…見直す必要がある条項号を記載 

②条文案…見直しをした後の条文案を記載 
第１０条第１項 

議会は、広く市民に対し議会の活動状況を報告するとと

もに、市民又は市民団体等と議員が自由に情報や意見を



- 16 - 
 

（※見直し部分を網掛け及び下線で表示） 

③理 由…見直す必要がある理由を記載 

交換し議会活動へ反映させるため、意見交換会を年１回

以上開催するものとする。なお、必要に応じ議会報告会

を開催することができる。 

③理由 

議会報告会は市民に対する議案等の説明であり、常に実施する必要はないので必要の

都度とする方が良いと考えるため。 

 ①条項号 ②条文案 

第３３条第１項 

議会は、この条例の目的が達成されているかどうかを２

年ごとに検証するとともに、評価を行い、必要があると

認めるときは、見直しを行うよう努めるものとする。 

③理由 

各委員会の任期が２年であり、毎年検証をする場合、判断材料に欠ける場合が考えら

れるため。 

※１「段階評価」の種別 

１…条文の目的が全く達成されていない ２…条文の目的があまり達成されていない ３…条文の目的がおおむね達成されている 

４…条文の目的がかなり達成されている ５…条文の目的が十分達成されている 


